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旧
年
中
は
、
格
別
の
御
厚
情
を
賜

り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
、
亥

い
の
し
し。
六ろ
く

十じ
ゅ
う

干か
ん

支し

で
は
己
つ
ち
の
と

亥い

の
年
で
す
。
己
亥
は
、筋
を

通
し
て
規
律
を
正
さ
な
け
れ
ば
災
い

を
招
き
や
す
い
年
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。一番
近
い
己
亥
の
年
は
、１
９
５
９

（
昭
34
）
年
。
首
相
は
岸
信
介
氏
、

４
月
に
今
上
天
皇
が
美
智
子
妃
と
結

婚
し
、ミ
ッ
チ
ー
ブ
ー
ム
に
わ
く
中
で

安
保
闘
争
が
激
し
さ
を
増
し
て
いっ

た
年
で
す
。
愛
媛
の
話
題
で
は
夏
の

甲
子
園
で
、
西
条
高
校
が
優
勝
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
、日
本
初
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト

（
金
融
・
世
界
経
済
に
関
す
る
首
脳

会
合
）が
大
阪
で
開
催
さ
れ
、Ｇ
20

関
係
閣
僚
会
合
の「
労
働
雇
用
大
臣

会
合
」
が
９
月
に
松
山
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
世
界
に
愛
媛
県
を
発
信
す
る

絶
好
の
機
会
で
す
。

新
し
き

年
の
は
じ
め
に
お
も
ふ
こ
と

ひ
と
つ
心
に
つ
と
め
て
行
か
な

斎
藤
茂
吉

新年おめでとうございます。
砥部町大南の大宮八幡宮に奉納された絵馬（南校砥部分校美術部作成）の前で
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愛
媛
県
議
会
定
例
会
（
平
成
30
年
12
月
）
の
概
要

　

第
３
６
０
回
定
例
県
議
会
が
、
12
月
３
日

か
ら
17
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
議
会
は
、
再
選
を
果
た
し
た

中
村
知
事
が
最
初
に
臨
む
定
例
議
会
で
す
。

議
会
冒
頭
、知
事
か
ら
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
っ
て
「
防
災
・
減
災
、
人
口
減
少
対
策
、

地
域
経
済
活
性
化
を
３
本
柱
に
し
た
公
約
の

実
現
に
徹
底
的
に
こ
だ
わ
り
、
県
勢
発
展
に

全
力
を
尽
く
す
」
と
の
所
信
表
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

可
決
さ
れ
た
議
案
は
48
件
。
内
訳
は
補
正

予
算
５
、条
例
改
正
３
、そ
の
他
37
、意
見
書

３
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
自
動
車
交
通
事
故

に
よ
る
損
害
賠
償
額
を
定
め
た
専
決
処
分
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
議
決
さ
れ
た
議
案
の

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
主
要
農
作
物
種
子
法
の
復
活
を
要

望
す
る
な
ど
請
願
６
件
を
不
採
択
と
し
ま
し

た
。

1 

条
例
（
３
件
）

①�

議
員
提
出
の
「
愛
媛
県
木
材
の
供
給
及
び

利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」

②�

青
少
年
に
児
童
ポ
ル
ノ
の
提
供
を
求
め
る

行
為（
自
画
撮
り
要
求
行
為
）を
禁
止
し

（表1）12月補正予算の概要

（表2）一般会計　歳入予算

罰
則
を
求
め
る
改
正
県
青

少
年
保
護
条
例

③
給
与
条
例
の
改
正

2 

補
正
予
算
（
５
件
）

　

国
の
１
次
補
正
予
算
を
踏

ま
え
た
７
月
豪
雨
へ
の
対
応

や
、
県
有
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

安
全
対
策
、
県
人
事
委
員
会

勧
告
に
基
づ
く
給
与
改
定
費

分
な
ど
に
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
企
業
会
計
合
わ
せ
て

２
０
３
億
６
，３
０
０
万
円
の

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し

た
。

※�

補
正
予
算
の
概
要
を
下
表

に
ま
と
め
ま
し
た
。　

3 

そ
の
他
（
37
件
）

①�

平
成
31
年
度
宝
く
じ
発

売
限
度
額
を
１
２
５
億
３
，

４
０
０
万
円
と
定
め
ま
し

た
。

②
指
定
管
理
者
の
指
定

　

�

と
べ
動
物
園
な
ど
26
施
設

1 ７月豪雨災害への対応 176億 6,894万円〔債務負担行為　333万円〕

⑴ 地域産業の再建支援 156億4,717万円   　

グループ補助金による中小企業者等への施設・設備等の復旧支援 135億円など

⑵ 社会基盤等の復旧対策 20億2,177万円　　

JR予讃線の災害復旧支援 1億   478万円   　

山地災害発生区域内の治山工事による二次災害の防止 18億6,625万円など

2 当面措置を必要とする経費 17億 8,177万円〔債務負担行為　8億500万円〕

早急な安全対策が必要な県立学校のブロック塀の撤去と再整備 3億4,306万円など

造成したファンドの継続による中小企業支援≪中小企業振興資金特会≫ 3億　 250万円　　

八幡浜道路（松柏トンネル）の整備 〔債務負担行為　8億500万円〕

3 給与改定経費　《一般会計と企業会計≫ 9億1,230万円   　

区　分 補正予算額 備　考

国庫支出金 118 億 4,778 万円 中小企業等復旧支援事業補助金、義務教育費国庫負担金など

繰入金   67 億 7,972 万円 財政基盤強化積立金繰入

県　債   10 億 3,900 万円 災害復旧事業等に充当

合　計 196 億 6,650 万円 

補正予算の規模
一般会計 196億6,650万円

〔債務負担行為　8億833万円〕
【累計　　7,235億 4,868万円】

特別会計（１会計） 　 5億7,250万円 【累計　　2,886億 　203万円】

企業会計（３会計） 　 1億2,401万円 【累計　　　623億 9,099万円】

合　　計 203億6,300万円 【累計1兆　745億 4,170万円】
※端数処理をしているため、合計が合わない場合があります。
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の
指
定
管
理
者
を
決
め
ま
し
た
。
期
間

は
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
５
年
間
。

③�

Ｉ
Ｐ
Ｒ
形
警
察
移
動
通
信
シ
ス
テ
ム
用
無

線
機
３
１
０
台
を
約
２
億
３
，６
６
２
万
円

で
購
入
す
る
契
約

④��

県
営
事
業
の
地
元
負
担
額
の
決
定
１
件

と
変
更
２
件

⑤�

工
事
請
負
契
約
の
締
結
と
変
更
各
１
件

4 

意
見
書

　

以
下
の
意
見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

▼ 

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
関
す
る
意
見
書

　

�　

発
災
か
ら
５
か
月
が
経
過
し
、
本
格
的

な
復
興
に
向
け
て
巨
額
の
費
用
や
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
県
内

の
被
災
地
が
必
要
と
す
る
詳
細
な
項
目

を
列
挙
し
て
、
必
要
な
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
国
に
対
応
を
要
望

▼ 

西
予
市
給
食
セ
ン
タ
ー
の
再
建
に
必
要
な

対
応
を
求
め
る
意
見
書

　
�　

完
成
間
近
で
被
災
し
壊
滅
的
な
被
害

を
受
け
た
「
せ
い
よ
東
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
」の
再
建
支
援
を
要
望

▼ 
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
つ
い

て
慎
重
に
検
討
し
、
安
全
か
つ

安
心
な
タ
ク
シ
ー
事
業
の
活
性

化
に
必
要
な
諸
施
策
を
求
め

る
意
見
書

　

�　

利
用
者
等
の
安
全
確
保
等

の
観
点
か
ら
大
き
な
懸
念
が
あ

る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
つ
い

て
、
慎
重
に
検
討
す
る
と
と
も

に
、
安
全
か
つ
安
心
な
タ
ク
シ
ー

事
業
を
よ
り
活
性
化
す
る
た
め

の
必
要
な
諸
施
策
を
講
じ
る
よ

う
要
望

▼
10
月
28
日

の
サ
イ
ク
リ
ン

グ
し
ま
な
み

２
０
１
８
に
参

加
。
今
治
か
ら
大
島
、
大
三
島

を
通
っ
て
、
生
口
、
岩
城
、
生
名

と
渡
り
最
終
弓
削
島
ま
で
70
キ

ロ
コ
ー
ス
に
エ
ン
ト
リ
ー
。
け
が
も

な
く
無
事
完
走
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
11
月
12
日（
日
曜
日
）の

「
愛
媛
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
日
」
に
は
、
砥

部
町
が
実
施
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベン
ト

「
自
転
車
で
Ｇ
Ｏ
！
」
に
参
加
。
初
心
者

コ
ー
ス
を
走
り
、
少
々
脚
力
に
自
信
が
出

て
き
て
お
り
ま
す
。
愛
媛
県
は
、
自
転
車

新
文
化
の
創
造
を
掲
げ
て
、
自
転
車
を
楽

し
む
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
普
及
と
と
も
に
、日

常
の
移
動
手
段
と
し
て
、
安
全
に
乗
っ
て

も
ら
お
う
と
環
境
整
備
と
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
日
頃
か
ら
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
を
お
忘
れ
な
く
。

▼
愛
媛
県
に
は
、
議
会
基
本
条
例
ほ
か
10

本
の
議
員
発
議
条
例
が
あ
り
ま
す
。
今

議
会
に
12
本
目
の
議
員
発
議
条
例
と
し
て

「
木
材
の
供
給
及
び
利
用
の
促
進
に
関
す

る
条
例
」
が
提
案
さ
れ
、
全
会
一致
で
成
立

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
議
員
発
の
条
例
は
、

自
民
党
内
で
案
を
取
り
ま
と
め
た
後
に
他

の
会
派
と
協
議
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回

は
自
民
党
を
除
く
社
民
、
自
民
志
士
・
無

所
属
の
会
、
愛
媛
維
新
、
民
主
連
合
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム（
略
し
て「
Ｐ
Ｔ
」
と
言

い
ま
す
）を
立
ち
上
げ
条
例
案
を
ま
と
め

て
上
程
し
ま
し
た
。
条
例
案
を
審
査
す

る
特
別
委
員
会
で
は
、
自
民
県
議
か
ら
質

問
が
相
次
ぎ
、
約
３
時
間
に
及
ぶ
審
議
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
答
弁
側
に
は
、Ｐ
Ｔ
メ

ン
バ
ー
が
立
ち
、
委
員
か
ら
の
質
疑
に
答

え
て
い
ま
す
。
条
例
案
は
、一
部
修
正
は
あ

り
ま
し
た
が
、
最
後
は
全
委
員
の
賛
同
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
議

論
が
活
発
化
し
て
い
る
」
と
い
う
見
方
と
、

「
単
に
自
民
党
会
派
が
割
れ
た
こ
と
に
よ

る
県
議
会
内
の
い
ざ
こ
ざ
」
と
い
う
見
方

が
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
も
混
ざ
り
合
っ
た

状
況
と
言
え
ま
す
が
、
私
も
Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー

の
一
人
と
し
て
い
く
つ
か
の
質
問
に
答
え
、

良
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
と
思
っ
て
お

り
、
前
者
の
見
方
が
素
直
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。

編
後
集
記

サイクリングしまなみ2018で

３選を果たした中村時広知事と（県庁の知事執務室で）
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晴走雨読私の本棚から気になった本の紹介

せ そ ど
い うう く

　
『
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
』は
、２
０
１
２（
平

成
24
）年
４
月
第
１
刷
が
発
行
さ
れ
、
現
在
ま
で
に
累
計

２
０
０
万
部
を
超
え
る
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

著
者
の
渡
辺
和
子
は
、
29
歳
で
キ
リ
ス
ト
教
カ
ト
リ
ッ

ク
、ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
修
道
女
会
に
入
信
し
た
修
道
女
で
す
。

９
歳
の
時
に
二・二
六
事
件
に
遭
遇
。
陸
軍
大
将
で
教
育

総
監
だ
っ
た
父
の
渡
辺
錠
太
郎
が
青
年
将
校
に
襲
撃
さ

れ
、
命
を
落
と
す
現
場
に
居
合
わ
せ
る
と
い
う
過
酷
な
体

験
を
し
て
お
り
、カ
ト
リ
ッ
ク
への
入
信
は
信
仰
に
よ
って
そ

の
記
憶
を
超
克
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。

　

本
の
内
容
は
、
名
言
集
と
言
え
ま
す
。
自
ら
の
経
験
と

聖
書
や
マ
ザ
ー
テ
レ
サ
の
教
え
を
交
え
て
、
読
む
も
の
に
語

り
掛
け
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、“
穴
か
ら
見
え
る
も
の　

順
風
満
帆
な
人
生
な
ど
な
い
”で
は
、
大
切
な
人
の
死
や

病
気
、
他
人
と
の
も
め
ご
と
な
ど
で
開
く
心
の
中
の
穴
に
つ

い
て
、
50
歳
に
な
っ
て
患
っ
た“
う
つ
病
”の
体
験
か
ら
次
の

よ
う
に
説
い
て
い
ま
す
。「
病
気
と
い
う
人
生
の
穴
は
、
そ

れ
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
多
く
の
も
の
を
、
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、そ
の
時
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た

他
人
の
優
し
さ
で
あ
り
、
自
分
の
傲
慢
さ
で
し
た
。
私
は
、

こ
の
病
に
よ
って
、
以
前
よ
り
優
し
く
な
り
ま
し
た
。
他
人

の
弱
さ
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
同
じ

病
に
苦
し
む
学
生
た
ち
、
卒
業
生
た
ち
に
、『
穴
か
ら
見

え
て
く
る
も
の
が
あ
る
の
よ
』
…
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、“
許
す
た
め
の「
ゆ
と
り
」　

２
％
の
余
地
”で
は
、
人

間
は
決
し
て
完
全
に
わ
か
り
合
え
な
い
。
だ
か
ら
、ど
れ
ほ

ど
相
手
を
信
頼
し
て
い
て
も
、「
信
頼
は
98
％
あ
と
の
２
％

は
相
手
が
間
違
っ
た
時
の
許
し
の
た
め
に
取
っ
て
お
く
」。

間
違
う
こ
と
を
許
す
と
い
う「
ゆ
と
り
」が
大
事
と
説
い
て

い
ま
す
。

　

１
５
７
ペ
ー
ジ
、４
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
の
本
に

は
、
思
い
通
り
に
は
い
か
な
い
人
生
を
生
き
抜
く
ヒ
ン
ト

が
、
分
か
り
や
す
く
や
さ
し
い
言
葉
で
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
渡
辺
和
子
（
わ
た
な
べ
・
か
ず
こ
）

１
９
２
７（
昭
和
２
）
年
２
月
当
時
陸
軍
中
将
で
旭
川

第
７
師
団
長
だ
っ
た
渡
辺
錠
太
郎
の
次
女
と
し
て
誕
生
。

父
53
歳
、
母
45
歳
の
時
の
子
で
、４
人
兄
姉
の
末
っ
子
。
18

歳
で
キ
リ
ス
ト
教（
カ
ト
リ
ッ
ク
）の
洗
礼
を
受
け
、
36
歳

と
い
う
異
例
の
若
さ
で
岡
山
県
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女

子
大
学
の
学
長
に
就
任（
１
９
９
０（
平
成
２
）
年
に
退

任
）。
そ
の
後
名
誉
学
長
な
ど
を
歴
任
。
１
９
８
４（
昭

59
）
年
に
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
が
来
日
し
た
際
に
は
通
訳
を

務
め
る
な
ど
多
方
面
で
活
躍
。
著
書
も
多
数
。
２
０
１
６

（
平
成
28
）年
12
月
、
89
歳
没
。

（
文
中
敬
称
略
）

著者：渡辺　和子　出版：幻
げん

冬
とう

舎
しゃ

文庫

『置かれた場所で咲きなさい』
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